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ロ
ー
マ
字
と
言
え
ば
、
日
本
人
の
多
く
は
ヘ
ボ
ン
式
に
馴
染
み
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
街
中
の
交
通
標
識
や
地
下
鉄
駅

名
は
日
本
語
と
ヘ
ボ
ン
式
ロ
ー
マ
字
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
ヘ
ボ
ン
式
で
も
日
本
式
で
も
あ
ま
り
表
記
法
に
は

こ
だ
わ
ら
ず
に
、
漢
字
に
併
記
す
る
形
で
ロ
ー
マ
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
私
自
身
は
一
九
九
八
年
三
月
に
﹁
ロ
ー
マ
字
と
日
本
の
近
代
化
︱
ヘ
ボ
ン
式
に
至
る
ロ
ー
マ
字
研
究
史
﹂︵﹃
人
文
論
集
﹄

第
十
号
所
収
︶
を
、
そ
の
後
数
編
の
ロ
ー
マ
字
研
究
に
関
す
る
論
文
や
書
評
を
著
し
、
最
近
で
は
﹁
日
本
語
の
ロ
ー
マ
字

表
記
を
め
ぐ
る
西
洋
人
の
研
究
史
﹂︵﹃
北
海
学
園
学
術
研
究
助
成
総
合
研
究
報
告
書
所
収
、
二
〇
一
五
年
三
月
﹄
を
ま
と

め
る
な
ど
、
ロ
ー
マ
字
研
究
史
に
関
心
を
も
っ
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
し
ば
ら
く
ロ
ー
マ

字
研
究
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
最
近
、
大
手
新
聞
社
の
編
集
者
か
ら
ロ
ー
マ
字
に
つ
い
て
の
質
問
が

　
　
　
　
［
巻
頭
言
］

日
本
語
の
ロ
ー
マ
字
表
記
に
対
す
る

西
洋
人
の
貢
献

中
川
　

か
ず
子
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あ
っ
た
。
そ
れ
は
、﹁
令
和
﹂
を
ロ
ー
マ
字
表
記
す
る
の
に
、
な
ぜ
﹁L

eiw
a

﹂
で
は
い
け
な
い
の
か
と
い
う
読
者
の
質
問

が
新
聞
社
に
寄
せ
ら
れ
、﹁
ラ
リ
ル
レ
ロ
﹂
が
﹁R

a R
i R

u R
e R

o

﹂
と
表
記
さ
れ
る
理
由
を
聞
き
た
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

な
ぜ
﹁
Ｌ
﹂
で
な
く
﹁
Ｒ
﹂
か
を
調
査
し
記
事
に
ま
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
さ
て
、
十
六
世
紀
以
降
に
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
宣
教
師
達
に
よ
る
切
支
丹
文
学
書
や
日
本
の
物
語
や
イ
ソ
ッ
プ

童
話
の
ロ
ー
マ
字
版
が
著
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
が
日
本
で
初
め
て
の
ロ
ー
マ
字
資
料
と
さ
れ
る
。
こ
の
最
初
の
資
料
で
も

ラ
行
は
﹁
Ｒ
﹂
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
日
本
の
国
字
論
争
を
二
分
し
た
﹁
ヘ
ボ
ン
式
﹂︵
標
準
式
︶
と
田
中
館
愛
橘
ら

の
提
唱
し
た
﹁
日
本
式
﹂
の
対
立
が
始
ま
っ
た
の
は
明
治
十
八
年
︵
一
八
八
五
年
︶
で
あ
り
、
論
争
が
終
結
し
折
衷
案
と

し
て
の
﹁
訓
令
式
﹂
が
昭
和
十
二
年
に
発
表
さ
れ
る
ま
で
、
実
に
五
十
年
余
り
か
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
議
論
の
中
心

は
、
シ
、
チ
、
ジ
と
ヂ
、
拗
音
の
表
記
法
で
、
ラ
行
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
Ｒ
と
さ
れ
、
見
解
の
相
違
は
な
か
っ
た
。

　
で
は
こ
れ
ま
で
ラ
行
の
ロ
ー
マ
字
表
記
に
﹁
Ｌ
﹂
が
用
い
ら
れ
た
資
料
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
十
八
世
紀
か
ら

十
九
世
紀
に
か
け
て
見
て
い
く
と
、
ま
ず
、﹃
蘭
学
階
梯
﹄︻
大
澤
玄
澤
著
︵
巻
下
︶、
一
七
八
八
年
︼
に
日
本
語
の
五
十
音

表
が
音
韻
表
の
よ
う
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
綴
ら
れ
て
い
る
が
、
ハ
行
が
﹁
Ｆ
﹂、
ラ
行
が
﹁
Ｌ
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
全

体
的
に
は
日
本
式
の
よ
う
に
シ
、
チ
、
ツ
、
ヂ
、
ヅ
は
﹁si, ti, tu, di, du

﹂
と
な
っ
て
い
る
が
、
ラ
行
は
﹁L

a Li Lu 

L
e L

o

﹂
と
独
特
の
表
記
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
他
に
は
、
英
国
人
宣
教
師
、
ウ
オ
ル
タ
ー
・
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
︵W

alter 

M
edhurst, 1796-1857

︶
が
著
し
た
﹃
英
和
・
和
英
語
彙
集
﹄︵A

n E
nglish and Japanese and Japanese and E

nglish 

Vocabulary, 1830

︶
で
は
、
序
文
で
﹁
日
本
語
の
ラ
行
音
は
Ｒ
を
用
い
る
が
、
語
頭
で
は
Ｌ
に
近
い
﹂
と
説
明
し
た
上
で
、

五
十
音
表
の
ロ
ー
マ
字
綴
り
や
和
英
語
彙
の
部
で
ラ
行
音
は
Ｌ
ま
た
は
Ｌ
と
Ｒ
の
併
記
で
示
し
て
い
る
。
例
を
挙
げ
る
と
、

五
十
音
表
で
は
、﹁
ラ
﹂︵ra, la

︶、﹁
リ
﹂︵ri, li

︶、﹁
ル
﹂︵roo, loo

︶、﹁
レ
﹂︵re, le
︶、﹁
ロ
﹂︵ro

︶
と
、﹁
ロ
﹂
の
み
Ｒ
と
し
て
い
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る
。
一
方
、
和
英
語
彙
の
部
で
は
、
わ
ず
か
に
Ｒ
も
使
わ
れ
て
い
る
︵
例
：R

ippa 

立
派
・R

isshin 

立
身
・ R

ootsoobo 

る
つ
ぼ
・ R

eki reki 

歴
々,

・R
an 

卵
、
ほ
か
︶
が
、
大
部
分
の
ラ
行
語
彙
は
Ｌ
で
綴
ら
れ
て
い
る
︵
例
：Libets 

離
別
・

LiooW
aoo 

竜
王
・L

ooi 

類
・L

eim
ei 

黎
明
・L

ekidai 

歴
代
・L

aigets 

来
月
・L

afda 

駱
駝
、
な
ど
︶。

　
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
半
ば
頃
ま
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
日
本
研
究
が
盛
ん
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
のL

. Pagès

︵1814-1886
︶、L

.deR
osny

︵1837-1914

︶、
オ
ラ
ン
ダ
のJ.J.H

offm
an

︵1805-1878

︶
は
そ
れ
ぞ
れ
﹃
日
仏
辞

典D
ictionaire Japonais-Français, 1868

﹄、﹃
日
本
詩
歌
集 A

nthologie Japonaise, 1871

﹄、﹃
日
本
文
典 Japansche 

Splaakleer, Leiden, 1867

﹄
を
著
し
た
。
ロ
ー
マ
字
表
記
法
に
つ
い
て
は
、
シ
、
セ
、
チ
、
ツ
、
拗
音
に
違
い
が
み
ら

れ
る
も
の
の
、
全
体
的
に
日
本
式
に
近
い
綴
り
方
で
、
ラ
行
は
Ｒ
で
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
イ
ギ
リ

ス
のF. D

. D
ickins

︵1838-1915
︶
に
よ
る
﹃
日
本
の
詩
歌
︱
百
人
一
首 Japanese O

des—
H

yak N
in Is’shiu, 1866

﹄

の
中
で
用
い
ら
れ
た
ロ
ー
マ
字
は
シ
、
チ
、
ジ
、
ズ
、
ラ
行
︵
Ｒ
︶
が
す
べ
て
ヘ
ボ
ン
式
と
同
じ
綴
り
で
あ
り
、
拗
音
に

﹁
ｉ
﹂
が
あ
っ
た
り
、
母
音
の
無
声
化
に
厳
格
な
方
針
が
窺
え
る
。

　
こ
う
し
て
西
欧
の
日
本
語
・
日
本
文
学
の
代
表
的
な
研
究
者
に
よ
り
、
ロ
ー
マ
字
表
記
法
が
示
さ
れ
て
い
く
が
、
十
九

世
紀
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
ヘ
ボ
ン
︵J.C

. H
epburn, 1815-1911

︶
が
ブ
ラ
ウ
ン
︵S.R

. B
row

n, 1810-1880

︶
の

協
力
を
得
て
刊
行
し
た
﹃
和
英
語
林
集
成
﹄
で
ヘ
ボ
ン
式
ロ
ー
マ
字
が
示
さ
れ
る
と
、
英
国
人
外
交
官
︵
ア
ー
ネ
ス
ト
・

サ
ト
ウ
、
ア
ス
ト
ン
な
ど
︶
や
学
者
︵
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
︶
等
も
ロ
ー
マ
字
表
記
法
に
つ
い
て
論
考
を
示
し
て
い
る
。
東
京

帝
国
大
学
博
言
学
教
授
だ
っ
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
︵B

.H
.C

ham
berlain

︶
は
、
日
本
式
︵si, tu

な
ど
音
韻
式
︶
で
も
ヘ

ボ
ン
式
︵shi, tsu

な
ど
表
音
式
︶
で
も
日
本
語
の
正
確
な
発
音
を
示
す
わ
け
で
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
ヘ
ボ
ン
式
の

よ
う
な
表
音
的
綴
り
方
を
支
持
す
る
立
場
を
示
し
、
多
く
の
日
本
研
究
書
や
日
本
語
文
典
に
ヘ
ボ
ン
式
ロ
ー
マ
字
を
使
用
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し
た
。

　
先
ほ
ど
の
﹁
Ｌ
﹂
と
﹁
Ｒ
﹂
に
話
を
戻
す
と
、
日
本
国
内
で
こ
の
問
題
が
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
は
な
い
よ
う

だ
。
一
九
三
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
各
国
語
に
お
け
る
ロ
ー
マ
字
の
使
ひ
方
及
び
国
際
的
立
場
よ
り
見
た
日
本
式
ロ
ー
マ

字
﹄︵
佐
伯
功
介
著
、
日
本
ロ
ー
マ
字
会
出
版
部
︶
で
は
、﹁
日
本
語
に
は
正
し
い
［
ｌ
］
は
な
い
﹂︵
佐
久
間
鼎
の
説
を
引
用

し
て
︶
と
か
﹁
ラ
行
音
の
候
補
に
は
ｌ
と
ｒ
が
立
つ
が
、
ｒ
の
方
が
国
際
的
の
散
ら
ば
り
の
幅
が
広
い
﹂
と
い
っ
た
理
由

で
、
大
ま
か
に
纏
め
ら
れ
る
ｒ
を
取
り
入
れ
た
方
が
よ
い
と
い
う
見
解
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ロ
ー
マ
字
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
見
解
や
議
論
が
続
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
始
ま
り
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
大
陸
と
日
本
で
大
き
く
発
展
し
た
日
本
語
研
究
の
中
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
ロ
ー
マ
字
表
記
法
に
対
し
、
改
め
て

西
洋
人
の
貢
献
の
大
き
さ
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

︵
な
か
が
わ
　
か
ず
こ
・
北
海
学
園
大
学
人
文
学
部
教
授
︶
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